
【財務状況の健全性】
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昨年度、業務内容の検討や老朽化する設備の更新等のため技術職
員を増員し、適切な施設管理等による道路の安全確保に努めながら、
経費節減にも取り組み、計画を上回る債務削減を達成している。

【目的適合性】

【組織運営の健全性】

【計画性】 ◎

経営コスト縮減及び利用者サービスの向上策等の取組により、平成
22年度から26年度までの前中期経営プランでは、計画を上回る実績を
挙げており、今期中期経営プランでも、現時点では、計画を上回る債務
削減をはたしているなど、計画の達成が期待される。
青森空港有料道路については、料金徴収期間の１０年間延長が許可

され、今後債務の償還を進めていくこととなるが、経営状況を注視し、計
画どおり債務償還を進められるよう、助言、指導等を行っていくこととし
たい。また、料金徴収期間延長に伴い順次サービス向上策を実施して
いくこととしていることから、公社とともに確実な実施に努めていく。

経営コスト縮減及び利用者サービスの向上策等の取組により、平成
22年度から26年度までの前中期経営プランでは、計画を上回る実績を
挙げており、次期中期経営プランでも、平成２８年度末の段階で計画を
上回る債務削減をはたしているなど、計画の達成が期待される。

＜財務状況＞
財務の状況については、赤字を計上することなく、黒字基調と

なっていることは評価できる。借入金残高は依然高い水準にある
ものの、22期連続で減少している状況にある。

＜経営状況＞
法人が自己評価した経営評価指標の項目については、各評価

項目において、概ね妥当なものと認められる。

＜改善事項等＞
昨年度に引き続き、以下の点について改善していく必要がある。
平成26年度に新たな「中期経営プラン（平成26年度～平成30年

度）」を策定し、引き続き着実に長期債務の解消に向け取り組んで
いるが、借入時の金利が高い債務も散見されるところであり、県と
協議のうえ、繰上償還等による早期の債務解消に向けた各方策
を検討・実施していただきたい。

再雇用職員等を活用しつつ適正な人員配置に努めているものの、今
後の人材の育成・確保が大きな課題であることから、業務量等を踏まえ
た業務執行体制について、引き続き検討する必要がある。

経営評価結果

上記についての所管課の意見・評価

評価区分 Ｂ：改善の余地あり

販売管理費
比率

人件費比率 流動比率 借入金比率

3.55 3.83 26.72

借入等により資金を調達し有料道路を整備、料金収入で債務を償還
するという有料道路のスキーム上、多額の長期債務を抱えているもの
の、維持管理経費の縮減や金利負担の軽減策に取り組むなど、収益力
の向上と債務圧縮を着実に実現しており、財務状況が改善されてきて
いる。

【経営の効率性】
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総資産

経常利益率
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売上高
経常利益率

24.96 2.78 2.80 6.23 44.60

財務分析指標
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資
産

資産 負債 純資産

33,090,849 24,832,171 8,258,678

決
算

前期利益 当期利益 利益剰余金

0

平成２９年度青森県公社等経営評価書

（平成２８年度決算ベース）

法人の自己評価（経営評価指標）法人名等
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5 青森県道路公社

所管課名 県土整備部道路課

決算状況 （単位：千円、％）
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